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代表質問（要旨）

本県農業の中心である稲作

新
井　
　

昇

（
自
由
民
主
党
）

川
口　
　

浩

（
民　

主　

党
）

井
手　

義
弘

（
公　

明　

党
）

議
員
（
自
民
）　

非
正
規
雇
用
の

増
加
な
ど
に
よ
る
格
差
拡
大
が

声
高
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
格

差
社
会
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。

知
事　

格
差
が
広
が
っ
た
と
多

く
の
国
民
が
感
じ
て
い
る
状
況

は
決
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は

な
く
、
こ
れ
以
上
、
格
差
が
拡

大
・
固
定
化
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
社
会
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

若
者
や
女
性
、
さ
ら
に
は
中

高
年
齢
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
、

き
め
の
細
か
い
就
職
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、

本
県
の
持
つ
潜
在
力
や
優
位
性

を
よ
り
一
層
活
か
し
、
企
業
の

誘
致
や
産
業
の
振
興
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
正
規
雇
用
の
場
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

財
政
が
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
公
共
事
業
を
実
施
し
て

い
く
に
は
、
効
果
・
効
率
を
十

分
勘
案
し
、
優
先
順
位
を
つ
け

て
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

公
共
事
業
の
整
備
方
針
は
。

知
事　

厳
し
い
財
政
状
況
や
公

共
事
業
全
般
に
対
す
る
批
判
の

声
な
ど
を
踏
ま
え
、
事
業
の
透

明
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
県
勢
の
発
展

を
目
指
し
、
よ
り
一
層
の
重
点

化
と
効
率
化
を
図
る
。
具
体
的

に
は
、
整
備
効
果
の
早
期
発
現

を
図
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
の

懸
念
さ
れ
る
橋
梁
の
補
修
や
学

校
施
設
の
耐
震
対
策
な
ど
に
つ

い
て
は
、
将
来
の
財
政
負
担
の

軽
減
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
施

設
の
長
寿
命
化
な
ど
、
必
要
な

対
策
に
取
り
組
む
。

議
員　

茨
城
農
業
の
中
心
で
あ

る
稲
作
経
営
は
、
価
格
の
低
下

と
生
産
調
整
の
拡
大
で
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
稲
作
農
家
の
経
営

安
定
を
図
り
、
水
田
農
業
を
振

興
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

主
食
用
米
に
加
え
、
米

粉
や
飼
料
用
米
の
一
層
の
消
費

拡
大
を
図
り
、
生
産
者
と
加

工
・
販
売
業
者
の
連
携
を
進
め

る
た
め
、
米
消
費
拡
大
推
進
会

議
を
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
米
価
下
落
時
に
も
、

稲
作
農
家
の
経
営
が
成
り
立
つ

よ
う
、
標
準
的
収
入
額
を
固
定

化
す
る
水
田
経
営
所
得
安
定
対

策
の
充
実
も
国
に
対
し
て
引
き

続
き
働
き
か
け
る
な
ど
、
積
極

的
に
稲
作
農
家
の
経
営
安
定
と

本
県
水
田
農
業
の
振
興
を
図
る
。

議
員　

飼
料
や
肥
料
、
燃
料
な

ど
生
産
・
出
荷
資
材
全
般
に
わ

た
り
、
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
が
、

こ
の
原
油
な
ど
の
高
騰
に
伴
う

農
業
・
水
産
業
の
経
営
安
定
化
に
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

知
事　

国
が
打
ち
出
し
た
支
援

策
や
県
の
補
助
・
融
資
制
度
を

市
町
村
や
Ｊ
Ａ
、
漁
協
な
ど
を

通
じ
て
周
知
し
活
用
を
推
進
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
省
エ
ネ
設
備
導
入
に

対
す
る
助
成
や
運
転
資
金
の
融

資
な
ど
の
緊
急
対
策
の
補
正
予

算
を
提
案
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、

関
係
団
体
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

農
業
者
・
漁
業
者
の
経
営
安
定
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

議
員  

市
町
村
な
ど
が
設

置
す
る
公
立
病
院
は
、
経

営
環
境
や
医
療
提
供
体
制

の
維
持
が
厳
し
い
た
め
、

年
度
内
に
改
革
プ
ラ
ン
を

策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
支

援
す
る
の
か
。

知
事　

公
立
病
院
改
革
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
副

知
事
を
本
部
長
と
す
る
「
茨
城

県
医
療
改
革
推
進
本
部
」
に
お

い
て
、
幅
広
い
形
で
の
再
編
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
お
り
、
今
般
設
置

し
た
「
公
立
病
院
等
の
再
編･

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
検
討
会
議
」

の
意
見
を
聞
い
て
、
年
内
を
目

途
に
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

を
取
り
ま
と
め
、
関
係
市
町
村

に
示
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
空
港
の
就
航

対
策
、
中
小
企
業
支
援
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
な
ど
も

質
問
）

　平成20年第３回定例県議会は、概ね以
下の会期日程で開催されました。

●
質
問
者

行
政
書
士
に
行
政
不
服
審
査
法
に
係
る
不
服
審
査
手
続
の
代
理
権

の
付
与
を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
不
服
審
査
手
続
の
円
滑
化
を
図
り
、
国
民
の

利
便
に
寄
与
す
る
た
め
、
実
体
法
に
精
通
し
高
度
な
専
門
性
を
有

す
る
行
政
書
士
に
行
政
不
服
審
査
法
に
係
る
不
服
審
査
手
続
の
代

理
権
を
付
与
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

た
ば
こ
税
の
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書

　

た
ば
こ
の
税
負
担
率
は
国
・
地
方
を
合
わ
せ
て
既
に
60
％
を
超

え
て
お
り
、
国
内
販
売
数
量
は
九
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
。
さ

ら
な
る
た
ば
こ
税
の
増
税
は
、
本
県
の
貴
重
な
財
源
、
県
た
ば
こ

税
の
税
収
減
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
と
も
に
、
た
ば
こ
耕

作
者
、
小
売
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国
の
た
ば
こ
産
業
全
体

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
十
分
考
慮
し
、
安
易
に
た

ば
こ
税
の
増
税
を
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書

　

本
県
の
過
疎
地
域
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
顕
著
で
、

公
共
交
通
機
関
の
廃
止
、
医
師
及
び
看
護
師
等
の
不
足
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
、
森
林
の
荒
廃
な
ど
生
活
・
生
産
基
盤
の
弱
体
化
が

進
ん
で
い
る
。
都
市
へ
の
食
料
や
水
資
源
の
供
給
、
自
然
環
境
の

保
全
な
ど
多
面
的
・
公
益
的
機
能
の
維
持
に
は
、
引
き
続
き
総
合

的
な
過
疎
対
策
の
充
実
・
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
過
疎
地
域
の
状
況
を
十
分
に
認
識
さ
れ
、
活

力
あ
る
住
み
よ
い
人
の
輝
く
地
域
と
な
る
よ
う
、
平
成
二
十
二
年

度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
過
疎
対
策
法
制
定
を
強
く
要
望
す
る
。

地
方
消
費
者
行
政
の
抜
本
的
拡
充
に
必
要
な
法
制
度
の
整
備
及
び

財
政
措
置
を
政
府
等
に
求
め
る
意
見
書　
　

　

本
県
議
会
は
、
国
に
対
し
、
消
費
者
主
役
の
消
費
者
行
政
を
実

現
す
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
施
策
、
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く

要
請
す
る
。

１　

消
費
者
の
苦
情
相
談
が
地
方
自
治
体
の
消
費
生
活
相
談
窓
口

で
適
切
に
助
言
・
あ
っ
せ
ん
等
に
よ
り
解
決
さ
れ
る
よ
う
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
権
限
を
法
的
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、

消
費
者
被
害
情
報
の
集
約
体
制
を
強
化
し
、
国
と
地
方
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
等
、
必
要
な
法
制
度
の
整
備
を
す

る
こ
と

２　

地
方
消
費
者
行
政
の
体
制
・
人
員
・
予
算
を
抜
本
的
に
拡

充
・
強
化
す
る
た
め
の
財
政
措
置
を
と
る
こ
と

元
気
な
農
林
水
産
業
の
実
現
と
国
内
食
料
供
給
の
強
化
を
求
め
る

意
見
書

  

国
に
お
い
て
は
、
元
気
な
農
林
水
産
業
の
実
現
と
国
内
食
料
供
給

の
強
化
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

１　

日
本
の
農
林
水
産
業
を
守
る
国
際
ル
ー
ル
の
確
立

２　

農
地
の
有
効
活
用
等
に
よ
る
食
料
自
給
率
の
向
上

３　

食
料
自
給
率
向
上
に
資
す
る
地
産
地
消
の
推
進

４　

意
欲
あ
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成

５　

原
油
・
飼
料
等
の
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
の
経
営
体
質
の
強

化
６　

農
山
漁
村
の
活
性
化

７　

良
質
な
国
産
材
の
供
給

８　

持
続
可
能
な
水
産
業
の
確
立

■９月３日(水) 本 会 議
　開会後、議案が上程され、知事が提
案理由を説明しました。

■９月４日(木)・５日(金) 調査特別委員会
　財政再建等調査特別委員会を開催し、
調査しました。

■９月８日(月)・９日(火) 本 会 議
　各会派の代表3名が県政の諸課題につ
いて質問しました。

■９月10日(水)・
　11日(木)・12日(金) 本 会 議
　議員9名が県政の諸課題について質問
しました。

■９月16日(火) 常 任 委 員 会
　付託された議案などを審査しました。

■９月18日(木) 本 会 議
　各常任委員会委員長から審査の経過
並びに結果を報告しました。その後、
先決議案を採決しました。

■９月19日(金) 調査特別委員会
　財政再建等調査特別委員会を開催し、
最終報告書案を検討しました。

■９月22日(月) 調査特別委員会
　安心できる食の確保や提供等に関す
る調査特別委員会を開催し、調査しま
した。

■９月24日(水) 予算特別委員会
　付託された予算関係の議案などを審
査しました。

■９月25日(木) 決算特別委員会
　付託された公営企業会計決算の認定
について審査しました。

■９月26日(金) 本 会 議
　議案等の採決などを行い、閉会しま
した。

すべての代表質問、一般質問の内容は、県議会ホームページの「録画中継映像」や「会議録検索システム」（11月下旬頃に掲載されます。）によりご覧いただけます。お知らせ

第3回定例会の
主な日程稲

作
農
業
の
振
興
策
は

米
消
費
拡
大
推
進
会
議
を
設
置

（
要
旨
）

意
見
書


